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田中 俊輔・長津 秀二(県漁政課)・長谷川幸雄(青森県水産事務所)

中浜 義則(むつ地方水産改良普及所)

はじめに

本調査は、むつ小川原開発地域における地域開発を促進するため、地域産業等に対するニーズの

洗いだしを行い、漁業の経営改善および将来の振興方向を探ることを目的として実施した。

方 法

1、調査期間:昭和62年度

2、調査主体:青森県(水産部)

(註;間取り調子をおよびアンケート調査は主に青森県水産試験場が行った。ここでは前記2調

査の概要を述べる。)

3、調査対象地域

:六ケ所村、三沢市、東通村の各漁業協同組合

(1) 間取り調査

調査対象者および方法

本調査は尻労漁協、強ケ森漁協、小田野沢漁協、白糠漁協、泊漁協、六ケ所海水漁協、六ケ

所村漁協、三沢市漁協に所属する正組合員を中心に実施した。調査対象者は第 1表に示すよう

に 136人である。

結果の概要

当初予定していた対象者より泊漁協では 1人、三沢市漁協では9人程多くの回答をえた。各

漁協別の回答者数と回収率を第 l表に示す。

a 経営体の概要

(漁業経営体制l織)単数回答

8漁業協同組合(以下漁協)の経常体組織は74.8%が「個人経営」である。漁協別に見る

と、白糠漁協では 100%、泊漁協では 100%、三沢市漁協の96.4%であるが、猿ケ森漁協で

は25.0%と少なく、六ケ所村漁協では「その他(共同経営、その他)Jが66.7%を占めた。

(漁業以外に従事しているもの)複数回答

漁業以外に従事しているものは「その他の事業」、 「労賃収入」で、この2つを合計する

と猿カ森漁協、小田野沢漁協、白糠漁協、泊漁協の 100%、六ケ所村海水漁協の11.8%、三

沢市漁協の31.3%がそれぞれ「遊漁案内」をあげた。
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聞き取り訓査の実施状況

制i 1仁L3、 員 数 聞き取り調査

市町村 託{t 協
正 当ち 言|ー 対象者 回答者

調査協力者ヰ
備 考

(回収率) 代 表 者
人 人 人 人 人 見

Ui. )j 132 6 138 8 8 (100.0) 業務，球大 i刻!協tLぷ
II'J1奇;おが持参するといl叫に漁協職員がli'J
収に歩いた

砧 ケ 森 54 2 56 8 8 (100.0) 
*通村役湖水戸niW

役四職t1が配布し、 [till以にLl主いた
1:111 中好 r.'}

束通村 小田野沢 218 29 247 20 20 (100.0) 職 日 JII 村 隆 漁協職員が回収に歩いた

白 君主 545 107 652 20 18 ( 90.0) 参 *，嶋田勝久
凹答者が持参すると同時に漁協職員が回

収に歩いた

(小 什) 949 144 1， 093 56 54 ( 96.4) 

月'1 708 172 880 20 21 (100.0) 総務課辻おti元雄
，WJ資!日紙を郵送し、回答者が持参すると
同f|!tに漁協職Flが|叶収に歩いた

六ケ所村海水 380 83 463 20 20 (100.0) 11品目指導係 '11 村 実
調査m紙を郵送し、回答者が持参すると

六ケ所村
同時に漁協職員が回収に歩いた

六ケ 19r村 170 19 189 20 18 ( 90.0) 。晴、ノ.，、h、 務 ¥'[花寿満
問答者が持参すると同時に漁協職員が回

収に歩いた

(小 計) 1， 258 274 1.532 60 59 ( 98.3) 

ð~ 595 
指導向J; ~)llj係

291'，:，ltま .t，1iして111JIIljに訓従を行い、他
186 781 20 29 (100.0) 

三沢市
川村義徳

は[， 'J芥~iか持参すると|司 11与に漁協職t1が
凶収に歩いた

(小 ~ I ) 595 186 781 20 29 (100.0) 

総 2. 802 604 3. 406 136 142 (100.0) 

第 1表
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b 漁業経営状況

(漁業の種類)復数回答

この一年間に営んだ漁業の種類は猿ケ森漁協を除く 7漁協では「東IJ網J、 「小型イカ釣

り」、 「その他の釣り」が多く、この3漁業を合計すると61.3%になり、いわゆる獲る漁業

が主体である。前記以外の漁業種類としては尻労漁協の「延縄」が22.2%、猿ケ森漁協の「そ

の他の漁業」が33.3%、泊漁協の「採員、採草業」が28.9%を占めた。

(漁業収益)単数回答

漁業収誌の状況を見ると 6ケ所村漁協では88.2%が「黒字」と回答した。一方、猿ケ森漁

協 (50.0%)、小田野沢漁協 (52.7%)、白糠漁協 (52.9%)、泊漁協 (65.0%)の4漁協

は50%以上が「赤字」と回答した。

(水揚げ量が楢加したとしたらそのEilElJ)後数回答

水揚げ量が前年より増加した理由を「稼動日数を増した」、 「漁船、漁具を増強した」、

「遠くまで行って操業した」などの漁獲努力の強化と「海況条件がよかった」、 「海の模様

が良かった」などの自然条件によるものにわけると、白糠漁協では前者が50.1%、後者が49.

9%とほぼ等しい。しかし、三沢市漁協では前者の78.9%に対し、後者は15.8%で、漁獲努力

の強化によって水揚げ量が増加した方が多い。

(漁業経費が増加したとしたらその理由)複数回答

「その他の資材の使用量が増えて資材費が増加した」と「漁船、漁具を増やしたJを合計

すると50.8%になる。漁協5.lIJに見て多いのは泊漁協の「漁船、漁具を増やした」が33.2%(回

答者の87.5%)、三沢市漁協の30.5%(回答者の58.3%)、白糠漁協では66.6%(回答者の

100%)を占めた。

c 設備投資、経営内容の変化

(漁業経営内容の変化)単数回答

「漁船数」では93.3%、 「漁船規模」では94.0%、 「従事者」では88.1%、 「漁業種類」

では93.7%がそれぞれ「変わらなLリとし、現状維持が圧倒的に多い。そのなかで三沢市漁

協では17.9%が「漁船数を増やした」と回答した。

(設備投資)!ji数回答

泊漁協の85.0%、三沢市漁協の85.7%がこの 1年間で設備投資を「した」とし、三沢市漁

協では「漁船の地加」をあげている。六ケ所村漁協を除く 7漁協では「設備投資をした」回

答者のそれぞれ l叩%(尻労漁協)、 66.7%(猿ケ森漁協)、 100% (小田野沢漁協)、 100 

% (白瞭漁協)、 82.4%(泊漁協)、 40.0%(六ケ所村海水漁協)、 66.6%(三沢市漁協)

が「漁具の増強」をあげた。

d 借入金、資金繰りの方向

(借入金)単数回答

三沢市漁協を除く 7漁協では借入金が「ほぼ前年度なみ」と「減った」を合計するといず

れも50%以上で、猿ケ森漁協、小田野沢漁協ではそれぞれ100%、六ケ所海水漁協では88.9%

である。

(資金繰り)単数回答

「資金繰りが楽になった」と「ほぼ同じであった」を合計すると67.2%になる。しかし、
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漁協別に見ると尻労漁協では28.6%と他漁協に比べて少なし、o

e 現在および今後の漁業経営上の問題

(漁業経営上で困ったこと)単数回答

漁業経営上で困ったことについて尻労漁協 (60.0%)、猿ケ森漁協(100%) ・小田野沢

漁協 (60.0%)、白糠漁協 (66.7%)、泊漁協 (95.0%)、六ケ所村海水漁協 (78.9%)、

三沢市漁協 (80.0%)では半数以上が「ある」と回答した。六ケ所村漁協では「ある」と回

答したのは17.6%と少ない。

経営上の困ったことについて、六ケ所村漁協の17.6%(iある」と回答した回答者の66.7 

%)が「操業条件の悪化」として「漁場競合の激化jをあげた。他の六漁協、尻労漁協では

22.5% ( iある」と回答した回答者の66.6%)、以下同じく猿ケ森漁協では14.3%(33 

3%)、小田野沢漁協では44.0%(91. 6%)、白糠漁協では19.6%(55.5%)、泊漁協では12.

4% (70.0%)、六ケ村海水漁協では14.8%(53.3%)、三沢市漁協では 9.1%(33.3%)が

「漁獲の不長Jをあげた。 i労務問題」では強ケ森漁協では28.5%( iある」と回答した回

答者の66.6%)、六ケ所村海水漁協では14.8%(42.1%)が「後紋者がいなLリをあげた。

「販売金融条件」では小田野沢漁協を除く 7漁協が「魚価安」をあげた。

(今後の漁業経営の問題)複数回答

今後の漁業経'討の方針について、 「当分現状維持を続ける」が17.5%を占めた。これは「設

備の楢強を蹟械的に図っていきたL、」の 5.4%、 「漁場の拡大、漁業純類を多様化するなど

を積極的に進めたいJの 9.4%に比べて多い。

各漁協別に見ると、 「当分現状維持をつづ、ける」が最も多いのは六ケ所村漁協の63.3%(回

答者の82.3%)で、以下同じく、小田野沢漁協の33.3%(77.8%)、少ないのは尻労漁協の

8.3% (33.3%)である。一方、 「経費の節減を図る」は尻労漁協で16.7% (回答者の66.7 

%)、以下同じく、小田野沢漁協 9.5%(22.2%)、白糠漁協17.0%(50.0%)、泊漁協12.

9% (75.0%)、六ケ所村海水漁協16.7%(35.3%)、三沢市漁協 9.7%(31. 8%)である。

「鮮度の保持などに努め、商品価値を高める」は尻労漁協で16.7%(回答者の66.7%)、以

下同じく掻ケ森漁協では25.0%( 100%)、小田野沢漁協14.3%(33.3%)、白糠漁tis20.7 

% (61. 1%)、泊漁協16.4%(95.0%)、以下同じく、猫ケ森漁協25.0%( 100%)、泊漁

協15.5%(90.0%)、三沢市漁協 8.3%(27.2%)では現在の状況を有利になるように見直

していこうとする考えがみられた。

(2) アンケー卜調査

調査対象および方法

調査は(1)間取り調査と同じ8漁協に所属する組合員を対象にして実施した。尻労漁協、猿ケ

森漁協、小間野沢漁協、白糠漁協、三沢市漁協では正組合員の一部、泊漁協、六ケ所村海水漁

協、六ケ所村漁協では全組合員を対象にして実施した。調布対象者は第2表に示すように1.892

人である。

結果の概要

各漁協別の回答者数と回収率を第2表に示す。

- 165 -



アンケー卜調査の実施状況

車11 合 員 数 聞き取り捌住

市町村 漁 協 正 準 対象者
調資協力者本

社市回答者 (回収率) 代 主え 者
考

人 人 人 人 人 覧

1)1， jj 132 6 138 30 20 ( 66. 7) 業務，W 大|則勝1i，ι[1リ芥fiが持参すると同時に漁協臓11が凹
収に歩いた

1点 ケ 森 54 2 56 30 28 ( 93.3) 
*通村役場ノ'.KP7Ai球

役場職L1が配布し、 [ii1似に必-いた
州[ 111好博

束通村 小 l日野沢 218 29 247 50 49 ( 98. 0) 職 n JI[ 村 降 漁協職員が阿収に歩いた

H 現日 545 107 652 100 85 ( 85. 0) 参 ーH I~q 川勝久
回答者が持参すると同時に漁協職員が同

収に歩いた

(小 ，¥ 1-) 949 144 1. 093 210 182 ( 86. 7) 

花i 708 172 880 880 129 ( 14. 7) 総務，w辻 iili元雄
調査用紙を郵送し、回答者が持参すると

同時に漁協職員が回収にs;:いた

六ケ所村海水 380 83 463 463 177 ( 38. 2) n品目指導係 1[1 H 実 調fi用紙を郵送し、回答者が持参すると

六ケ所村
同時に漁協職員か回収に歩いた

/'くケ 1河村 170 19 189 189 144 ( 76. 2) 総 務 ¥'(_イE }，f il'ぬ
[i可芥者が持参すると!白JII!jに漁協職Llが[iiJ
収に歩いた

(小 ，¥ 1. ) 1. 258 274 1，532 1， 532 450 ( 29. 3) 

595 186 781 150 141 ( 94. 0) 
JR噂耐;!:J日日系

29:Y1分は .f，T;して[liJ叫に，)，';J1tを行い、他

ミ沢 di
川村義制!

は["11守;行か持参すると[liJII!ftこ漁協職Llが
1111~に少いた

(小 ，¥1ー) 595 186 781 150 141 ( 94. 0) 

総 2，802 604 3， 406 1， 892 773 ( 40. 9 ) 

第2表
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a、家族について

(年令)単数回答

各漁協の回答者の年令構成は尻労漁協、白糖漁協、泊漁協、六ケ所村海水漁協、三沢市漁

協では 150-59歳」にモードがある。猿ケ森漁協では 160-69歳」にモードがあって回答者

の75.0%が50歳以上である。一方、小田野沢漁協では 130-39歳」にモードがあって50歳以

上は回答者の10.5%と少なく、 39歳以下が70.8%である。

(家族数)単数回答

回答者の21.2%が 15人家族」で最も多く、次いで 16人家族J (18.3%)、 14人家族」

(17.7%)の順である。

(漁業従事者)単数回答

回答者の82.3%が漁業に従事しているのが本人を含めて2人以下である。 11人」は47.7

%、 12人」は同じく 34.6%である。

b、漁業の実態について

(漁業日誌)fi1数回答

回答者の17.3%が漁業日誌をつけている。

8漁協の中では白糖漁協の29.6%、泊漁協の25.4%が多い。小田野沢漁協では全ての回答

者が漁業日誌をつけていない。

(家五"f専)単数回答

小田野沢漁協では漁業日誌をつけている回答者はなかったが家計簿は89.8%がつけている。

しかし、 8漁協の回答者のうち家計簿をつけているのは33.1%で漁業日誌に比べて多い。

(仕事の状況)単数回答

尻労漁協の60%、白糖漁協では54.9%が専業農家である。猿ケ森漁協、小田野沢漁協には

専業農家が静無で他の4漁協も少ない。

六ケ所村海水漁協(73.8%)、六ケ所漁協 (90.5%)、三沢市漁協 (70.0%)は「どちら

かというと漁業が従」で、漁業以外には「農業」に従事しているのが多い。

「漁業が従」の回答者(複数回答)についてみると猿ケ森漁協では56.6%、六ケ所村海水

漁協では40.7%、六ケ所村漁協では47.8%、三沢市漁協では71.3%が「農業」に従事してい

る。小田野沢漁協では44.9%が出稼ぎに行っている。尻労漁協では 100%が「地元の漁業に

雇われている」と回答した。

(所有船舶)複数回答

漁協別のトン数別所有船舶は尻労漁協の40.9%(回答者の75.0%)が「船外機船」を所有

し、同時に36.4%(回答者の66.7%) が 13.0 トン ~4. 9トン」の船を所有している。以下同

じく、小田野沢漁協では 11トン未満」の船を49.9%(53.3%)、白糖漁協では 13.0トン~

4.9トン」の船を57.8%(78.6%) 、泊漁協では 13.0 トン ~4. 9トン」の船を11.4% (23.5%)、

15. 0 トン ~9. 9トン」の船を8%(16.5%)、 110トン以上」の船を9.1%(18.8%)、六ケ

所村海水漁協では「船外機船」を31.2% (65. 7%)、 110トン以上」の船を 3.8%(6.2%)、
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三沢市漁協では i1.0トン-2.9トン」の船を36.3%(61. 1%)がそれぞれ所有している。大

型船の所有が多い漁協は尻労漁協、白糖漁協、泊漁協、三沢市漁協である。

(年収)単数回答

漁業収入が i50万未満」の多い漁協は猿ケ森漁協 (84.5%)、小田野沢漁協 (96.0%)、六

ケ所村海水漁協(45.7%)である。漁業収入が i500万以上jが多い漁協は白糖漁協 (32.4%)、

泊漁協(17.0%)、三沢市漁協 (26.3%)である。

(漁業種類と主に漁獲する魚種)複数回答

アンケート調査では回答者が 678人(間取り調査では 105人)、回答数が 1，108人(閉じ

く238人)とアンケート調査は回答数が多い。調査回答項目が重複する所があるがアンケート

調査も行った。

主に従事している漁業は尻労漁協のうち35.3%(回答者の60.0%)が「大型定置網漁業」、

小田野沢漁協では65.9%(95.9%)が「採草漁業」、 31.9% (46.9%)が「採員漁業J、白

糖漁協では35.2%(80. 5%)が「イカ釣り漁業」、泊漁協では28.8%(54.8%)が「イカ釣

り漁業」、 14.6%(27.8%)が「採貝漁業j、六ケ所村海水漁協では45.3%(50.0%)が「刺

網漁業J、六ケ所村漁協では34.8%(65.3%)が「刺網漁業」、三沢市漁協では19.2%(29.1 

%)が「刺網漁業」に従事している。

また、多く採る魚民草類として、尻労漁協では「さくらます」、 「さけ」、小田野沢漁協

では「こんぶ」、 「あわびj、白糖漁協、泊漁協では「するめいか」、六ケ所村海水漁協で

は「さけJ、六ケ所村漁協では「さば」、三沢市漁協では「まいわしJをあげた。

(最近3年間の経営状態)単数回答

最近3年間の経営状態を漁協別に第1図に示す。

N=16 N=14 

0:良くなった
・圃:変わらない

仁コ:苦しくなった

N = 71 N = 101 N = 68 N= 141 

尻労猿ケ森 小田野沢 白糖 泊 六ケ時す海水六ケ所村 三沢村

第1図 漁協別経営状態について(最近3ヶ年間)
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8漁協共「経営状態が良くなった」をあげた回答者は少なく、小田野沢漁協では皆無であ

った。猿ケ森漁協、小田野沢漁協、六ケ所村漁協では「経営状態が変わらなL、」をあげた回

答者が多く、それぞれ、 50.0%、95.9%、73.9%である。尻労漁協、白糖漁協、泊漁協、六

ケ所村海水漁協、三沢市漁協では「経営状態が苦しくなった」をあげた回答者が多く、それ

ぞれ、 75.0%、42.3%、65.3%、51.5%、64.5%である。

c、漁業の将来

(漁業の将来)単数回答

漁業の将来について小田野沢漁協の63.3%、また、三沢市漁協の65.9%が「良くなる」を

あげた。一方、尻労漁協、泊漁協、六ケ所村海水漁協、六ケ所村漁協のそれぞれ、 58.8%、

63.7%、62.9%、73.1%が「漁業の将来は悪くなるJと回答した。

(今後の漁業経営)複数回答

今後の漁業経常について「当分現状維持を続ける」は小田野沢漁協の95.9%(回答者の95.9 

%)、以下同じく白糖漁協の50.6%(59.3%)、三沢市漁協の77.3%(79.4%)である。「将

来について迷っている」は尻労漁協の29.4%(29.4%)、以下同じく猿ケ森漁協では18.5%

(22.7%)、小田野沢漁協で-は0%(0 %)、白糖漁協では12.6%(14.8%)、泊漁協では25.6%

(36.0%)、六ケ所村海水漁協では17.4%(26. 1%)、六ケ所村漁協では14.6%(19.5%)、三

沢市漁協では8.3%(8.5%)である。また、 「やめたい」は尻労漁協の 0%(回答者の O

%)、以下同じく猿ケ森漁協では14.8%(18.2%)、小田野沢漁協では0%(0 %)、白糖

漁協では 6.3%(7.4%)、泊漁協では19.0%(28.0%)、六ケ所村海水漁協では30.2%(45.2

%)、六ケ所村漁協では43.0%(57.7%)、三沢市漁協では 4.1%(4.3%)である。

猿ケ森漁協の75.0%(75.0%)、白糖漁協の31.6% ( 100%)、泊漁協の37.5%(34.3 

%)、六ケ所村海水漁協の47.7%(42.3%)、六ケ所村漁協の34.6%(26.8%)、三沢市漁

協の33.3%(33.3%)が「やめたLリと答えたものの「その後のことは考えていなLリ、そ

して、 「他の漁業に雇われるJよりは「漁業以外の仕事」や「漁業以外の自営をしたい」と

している。

(後継者)単数回答

後継者の円、る」、 「いなL、」を漁協別にみると猿ケ森漁協の54.2%、三沢市漁協では54.0

%が円、る」と回答した。小田野沢漁協、六ケ所村海水漁協、六ケ所村漁協では、それぞれ、

31. 3%、57.1%、58.0%が円、なLリと回答した。

(地元漁業発展に必要なこと)複数回答

地元漁業発展に必要なことを多いものから見ると、 「穣苗紋流などの栽培漁業化を図るJ

が20.5%、 「夜漁防止」が19.9%、 「地元に試験研究機関を作る」が13.2%、 「地元に栽培

漁業センターを作るJと「漁礁を設置する」が12.7%である。 r種苗放流などの栽培漁業化
を図るJのうち25.9%が「さけ、ます対策」、 24.6%が「ひらめなどの魚類の放流J、23.9

%が「あわびなどの員類の放流」である。

漁協別にみると尻労漁協の29.3%(回答者の63.2%)が「種苗放流の栽培漁業化Jをあげ
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た。以下閉じく猿ケ森漁協では31.4% (50.0%)が「種苗放流の栽培漁業化」を、小田野沢

漁協では26.8%( 100%)が「密漁防止Jを、泊漁協では26.1%(70.9%)が「密漁防止」

を、六ケ所村海水漁協では25.6%(50.7%)が「種苗放流などの栽培漁業化を図る」を、六

ケ所村漁協では30.2%(60.5%)が「種苗放流などの栽培漁業化を図る」を、三沢市漁協で

は24.8%(63.1%)が「密漁防止」をそれぞれ第 1位に必要なものとしてあげた。

(漁業関連施設)複数回答

漁業関連施設の整備、充実が必要なものを多いものからみると、 「漁港」が20.7%、 「加

工施設」が17.4%、 「漁船修理施設」が15.2%、 「関連道路」が13.3%である。

漁協別にみると尻労漁協の32.1%(回答者の 100%)が「漁港」をあげた。以下同じく、

猿ケ森漁協では42.0%( 100%)が「漁港」を、小田野沢漁協では33.3%( 100%)が「漁

港」と「関連道路」を、白糖漁協では27.2%(77.9%)が「製氷施設」を泊漁協では24.5%

(67.2%)が「漁港」を、六ケ所村海水漁協では23.6%(57.7%)が「加工施設」を、六ケ

所村漁協では36.3%(90.5%)が「漁港」を、三沢市漁協では30.4%(96.8%)が「漁船修

理施設」をそれぞれ第 1位に整備、充実が必要なものとしてあげた。

(漁業協同組合事業)複数回答

漁業協同組合事業について期待、充実が必要なものは53.5%が「販売事業」をあげ、次に

41. 7%が「指導事業」をあげた。 I指導事業」のなかで69.9%が「青年部の強化」をあげた。

(余暇)複数回答

調査結果を第3表に示す。余暇のすごし方は様々で、 23.8%が「親しい人と話をする」を

あげた。

漁具、漁法の研究

親しい人と話をす

る(雑談〉

親しい人と一杯飲

む(飲酒〉

賭ごとをする(パ

チンコ、トランプ〉

本、新聞、週刊誌
を読む

山歩き〈山菜、き

のこを採る〉

子供、孫と遊ぶ

カラオケの練習を
する

テレビ、ラジオを
みる

そのf也

686人

1. 335 

133 

318 

205 

90 

94 

141 

76 

21 

246 

11 

尻 労

回回答答者18数数人

27 

41 14.8 

6122.2 

51 18.5 

21 7.4 

11 3. 7 

11 3. 7 

。。
。。
8129.7 

。。

第3表余暇のすごし方

田 六ケ所猿ケ森 自 糖 泊
聖子 沢 村海水

22人 47人 78人 122人 151人

35 47 48 271 249 

41 11. 4 01 30 20. 2 391 14.4 241 9.6 

7120.0 61 12.8 291 19.6 711 26.2 371 14.9 

11 2.9 121 25. 5 291 19.6 341 12.6 401 16. 1 

。。51 10.6 17111.5 121 4.4 191 7.6 
5114.3 31 6.4 61 4. 1 241 8.9 241 9.6 

6117.1 。。81 5.4 251 9.2 461 18.5 
21 5.7 51 10.6 61 4. 1 151 5.5 141 5.6 

11 2.9 。。11 0.7 31 1. 1 31 1. 2 
9125.7 15 32.0 22 14.8 43 15.9 40 16. 1 

。。11 2. 1 。。51 1. 8 21 0.8 
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ム ケノ¥ 三沢市
所 村

110人 138人

178 380 

91 5. 1 231 6. 1 

481 27.0 114 30.3 

191 10.7 65117. 1 

71 3.9 281 7.4 

161 9.0 151 3.9 

401 22. 4 151 3.9 

161 9.0 181 4.7 

21 1. 1 111 2.9 

21 11.8 88 23.2 

。。31 0.8 



(生活環境について改善、充実が必要なもの)複数回答

生活環境について改善、充実が必要なものを多いものからみると、 「道路の整備」が19.6

%、 「環境衛生施設jが16.6%、 「医療施設Jが14.8%である。

漁協別にみると、尻労漁協の32.0%(回答者の88.9%)が「道路の整備」をあげている。

以下同じく、猿ケ森漁協では29.5%(78.3%)が「道路の整備」を小田野沢漁協では32.2%

(95.8%)が「道路の整備」を、 31.4%(93.8%)が「公園の整備」を、白糖漁協では20.3 

% (56.6%)が「道路の整備」を、泊漁協では24.2%(71. 3%)が「医療施設」を六ケ所村

海水漁協では17.9%(44.5%)が「環境衛生施設Jを、六ケ所村漁協では31.6% (86.2%) 

が「道路の整備」を、三沢市漁協では28.1%(79.4%)が「消防施設」と「信号機」をそれ

ぞれ第 1位にあげた。
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